
河川管理施設の長寿命化について

香川県土木部河川砂防課
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１．河川管理施設の現状 ～設置後の経過年数の推移～

・主要な河川管理施設（堰、水門、樋門・樋管、排水機場）の施設数： 135箇所
・うち設置後40年経過した施設数 ： 61箇所（全体の約45％） ※S53年度以前に設置された施設数
・10年後に設置後40年経過する施設数： 81箇所（全体の約60％） ※S63年度以前に設置された施設数
・20年後に設置後40年経過する施設数： 122箇所（全体の約90％） ※H10年度以前に設置された施設数

県河川における経過年数の推移

※平成29年度末時点
※設置年が不明な施設は築後４０年を経過しているものとして整理

現在、設置後４０年経過した施設
全体の約45％

１０年後に設置後４０年経過する施設
全体の約60％

２０年後に設置後４０年経過する施設
全体の約90％
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１．河川管理施設の現状 ～施設の劣化事例（１）～

・水門を構成する部位の名称

縦断面図 正面図

平面図

① 床版
② 門柱
③ 胸壁
④ 水叩き
⑤ 遮水工
⑥ 護床工
⑦ 翼壁
⑧ 堰柱

出典：水門・樋門ゲート設計要領（案）
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１．河川管理施設の現状 ～施設の劣化事例（２）～
・土木施設の劣化状況

アルカリ骨材反応による格子状・亀甲状のひび割れ

門柱 門柱 カーテンウォール

排水機場本体（水槽） 門柱 堰柱
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１．河川管理施設の現状 ～施設の劣化事例（３）～
・土木施設の劣化状況

塩害による鉄筋先行型ひび割れ。部分的に鉄筋が露出。

操作小屋 開閉装置架設台操作室

乾燥収縮によるひび割れ。部分的に剥離、鉄筋が露出。

堰柱 門柱 門柱
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１．河川管理施設の現状 ～施設の劣化事例（４）～
・機械設備の劣化状況

扉体（本体）の劣化

塗装の割れ、剥がれ

鋼材の著しい腐食

縦桁の著しい腐食

発錆密集 横桁の著しい腐食

桁接合部の腐食
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１．河川管理施設の現状 ～施設の劣化事例（５）～
・機械設備の劣化状況

扉体（その他）の劣化

水密ゴムの劣化

ローラの発錆及び腐食 接合部への牡蠣類の付着

水密ゴムの破損 水密ゴムの破損
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１．河川管理施設の現状 ～施設の劣化事例（６）～
・機械設備の劣化状況

戸当たりの劣化

塗装劣化及び発錆 著しい発錆

ワイヤーシーブの塗装劣化
及び油脂類不足

ワイヤーロープの素線切れ ワイヤーロープのゆがみ
及び油脂類不足

開閉装置の劣化
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１．河川管理施設の現状 ～施設の劣化事例（７）～
・機械設備の劣化状況

その他の劣化

歯車の欠け 配線類の経年劣化 発動発電機の経年劣化

ポンプの被覆塗装の劣化 排気管の著しい腐食 操作台の鋼材腐食
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・河川管理施設の維持管理状況

ゲート点検・整備要領に基づく年・月点検をメンテナンス業者に委託し、実施している中で、
突発的な故障が発見された場合、急遽、予算措置が必要となり、場合によっては次年度以降
へ対策を先送りするケースもある。
香川県では、建設された年代が、四国横断自動車道に関連した河川改修事業など、
集中的に行われた平成初期に集中しており、今後上記のようなケースが増えると予想される。

急な整備に対応
できないことも！？

２．長寿命化対策事業について ～位置付け（１）～
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２．長寿命化対策事業について ～位置付け（２）～
出典：（（総務省）平成２６年総財務第7 4 号）公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進について

香川県

横
断
構
造
物

（水
門
な
ど
）

河
川
堤
防

河川管理施設長寿命化計画



12

２．長寿命化対策事業について ～長寿命化計画の策定（１）～
・点検

・診断

ゲート点検・整備要領に基づき、設備の損傷や異常の発見、機能良否等の確認および
記録を目的とし、目視、触診、聴診、機器等による計測や作動テスト等を行い、点検記録
の作成から処置立案までの一連の作業を行う。

点検の結果、当該機器・装置に顕著な機能低下の傾向が見られたり、維持管理の記録等
に照らして定期点検では把握できない部分および内容について詳細な状況把握が必要と
なった場合に、今後の対策計画立案、必要な整備・更新等の対策検討・提案を目的に
検査や測定等を実施する。
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２．長寿命化対策事業について ～長寿命化計画の策定（２）～
・健全度評価

管理運転点検、年点検、診断等を実施し、現在の施設の健全度を確認・評価する。
健全度評価の内容に応じて、さらに整備・更新等の対策を実施する。

施設状態評価表

設備構成要素分解図
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２．長寿命化対策事業について ～長寿命化計画の策定（３）～

・劣化予測

土木・建築施設について、健全度評価を基に2次関数による回帰計算の劣化曲線により、
補修・補強・更新時期を推定する。
機械・電気設備については、機器により腐食・経時劣化タイプ、脆化タイプ、突発タイプがある。

劣化パターン

劣化の進行が時間・使用頻度に比例する場合

A. 腐食・経時劣化タイプ B. 脆化タイプ

潜伏期間中は、徐々に劣化が進み、
ある時点を過ぎると急激に進行する場合

故障率が、時間／使用回数に対して
ほぼ一定の場合、故障が突発的に発生する。

Ｃ. 突発タイプ

劣化曲線
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２．長寿命化対策事業について ～長寿命化計画の策定（４）～
・長寿命化計画の作成

施設の健全度評価により、設備機能に致命的な影響のある機器・部品を抽出し、劣化状況、
現地状況に適合する対策工法を抽出し、対策シナリオの検討を行い、河川管理施設の
ライフサイクルタイム約４０年程度を考慮した機器・部品等の更新計画（塗装、分解整備、
部分的な取替・更新、設備更新）や長期的な点検計画等を作成する。
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２．長寿命化対策事業について ～長寿命化計画の策定（５）～

・ライフサイクル計画表

時間軸（年）

設備及び機器
単価
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２．長寿命化対策事業について～長寿命化対策施工事例（１）～

・延命化対策工事（大束川新町水門）

塩害による劣化が進んでいる堰柱に対しては、電気防食工法を、門柱や梁、上屋については
断面修復を行っている。
機械設備については、扉体の塗装塗り替え、ローラの更新、機側操作盤の更新を行っている。

平面図

水流方向

（河川側）

水圧方向

（海　側）
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２．長寿命化対策事業について～長寿命化対策施工事例（２）～

・延命化対策工事（大束川新町水門）

施工状況：門柱の断面修復

施工前 施工中

劣化部のはつり  ポリマーセメントモルタルで補修


